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prof i le  
北村 薫 ＿＿ きたむらかおる
杉戸町出身の直木賞作家、杉戸町名誉町民

早稲田大学第一文学部卒。在学中よりミステリー評論などを
手掛け、卒業後は高校の国語教師を務めながら『空飛ぶ馬』
で作家デビュー。
平成 21 年、『鷺と雪』で第 141 回直木賞を受賞。彩の国学術
文化功労賞を受賞し、杉戸町名誉町民にも認定された。 作
中 に は し ば し ば 幼 少期の想い出と共に杉戸町の情景が記さ
れ、多くの町民からも共感を得ている。

がよかった ｜ ｜というより、それだけ動く映像に魅力があったのです。
まだテレビがなかったからです。昔はお菓子類も少なかった。だから、
初めて飲んだコーヒー牛乳が、あっと驚くほどおいしかった。サイダー
など、ひと夏に一回、本当に暑い日にだけ飲めるものでした。
　現代は、面白いもの、おいしいものが身の回りに溢

あふ

れています。かえっ
て、それが「ある」ことの喜びから、どんどん遠ざかっている気もします。
　さて、遠ざかる時間を空間の中に残しているもののあることを、
この『杉戸宿 まち歩きブック』が教えてくれます。

　わたしたちは、小学校の社会科見学で、本
ほんじん

陣に行きました。駕
か ご

籠を
みた記憶があります。国語の教師をしていた父に連れられ、芭

ばしょう

蕉の
句
く ひ

碑を見に行ったこともありました。
　『奥

おうういちらんどうちゅうひざくりげ

羽一覧道中膝栗毛』が出てくるのにも驚きます。「こんな本が
あるのだ」と教えられました。幕末の作です。
　十

じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

返舎一九が「この世をばどりゃお暇
いとま

にせん香の煙りとともに
灰
は い さ よ う

左様なら」と洒
し ゃ れ

落た言葉を残して逝
い

ったのが天
てんぽう

保二年。幕末には
いない。いない人に書けるわけがない。どういうマジックによるのか
といえば、序文で一

い っ く

九のことを「先師」といっている通り、名前を継い
だ弟子の作なのですね。こんなところにも、時の流れを感じます。この
作で、杉戸の「釘

く ぎ や

屋」について教えられると、それが繁盛していた頃、
「我々の曾

そ う そ ふ

祖父あたりは何をしていたのかなぁ」と思わせられます。
　杉戸を舞台にした歴史散歩の友として、先生として、まことに嬉しく
ありがたい一冊です。

戸の町に生まれ育ち、暮らして来ました。我々
の通った杉戸小学校は、今の中

（※）
央公民館のとこ

ろにありました。その頃は、講堂で映画会があ
りました。全校生徒が床に座り、白黒の映画を
観たのです。騒ぐ者はいませんでした。お行儀

時の流れに
北村　薫

杉

平成27年 3 月寄稿( ※ ) 中央公民館……令和 3 年12 月閉館
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杉戸宿 構成図（幕末期）
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【 広重画の浮世絵 】
埼玉県立歴史と民俗の博物館蔵

歌
うたがわひろしげ

川広重作といわれる日光街道の全

ての宿場を描いた浮世絵がありま

す。それに「杉戸」も描かれていま

す。構図は、杉戸宿東側の入り口に

ある清地村の「弁天池」が中心になっ

ています。

「弁天池」は、1830（文
ぶんせい

政 13）年

4月に杉戸宿へ泊まった、江戸後期

の蘭
らんがくしゃ

学者・画家の渡
わたなべかざん

辺崋山も、絵に

しています。２人の高名な絵師が、

絵に残したいと感じさせた杉戸／弁

天池の景観は、さぞ清らかで印象深

いものだったでしょう。

※
本
冊
子
に
は
、
個
人
が
所
有
・
管
理
す
る
住
宅
、
商
店
お
よ
び
寺
社
等
が
紹
介
、
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
所
有
・
管
理
内
の
敷
地
は
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
の
見
学
等
に
は
、
許
可
が
　
　
　
　
　
　
　

　
な
い
場
合
、
公
道
か
ら
の
み
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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杉戸宿構成図・マップ
広重画の浮世絵
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日光道中分間延絵図「杉戸宿」【（独）東京国立博物館蔵】

↑

そもそも

「宿
しゅく

場
ば

」とは…？

↓

杉戸宿は、江戸幕府が 1616（元和 2）年に日光街道に設置したと

いわれる宿場です。日本橋から日光へと向かう間、21ある宿場の

第 5番目にあたります。

「宿場」は、旅人を泊めたり、休ませる宿のある場所を思い浮かば

させますが、それだけではありません。宿場の最も重要な役割は、

「人馬の継ぎ立て」です。人馬によって隣の宿場から運ばれてき

た荷物を、次の宿場へ運ぶことを言います。そのために宿場には、

「問
と い や ば

屋場」という施設が置かれ、そこで一切の継ぎ立て業務を行い

ました。杉戸宿で常備が義務づけられた運搬をする人
にんそく

足と馬の数は、

25 人と 25 疋
ひき

とされました。利用者が多くその人馬が足りない場

合には、近隣の村々が補う助
すけごう

郷というものもありました。

また、宿屋には大名のような有力者が泊まる「本
ほんじん

陣」と、その機能

を補充する「脇
わきほんじん

本陣」、一般庶民も泊まる「旅
は た ご や

籠屋」がありました。

さらに宿場では、町場の出入り口がクランク状に曲がっている場合

が多くあります。城下町にもみられるこの町並みは、枡
ますがた

型と呼ばれ

ています。敵の動きを妨げる効果があるといわれ、江戸防衛が意識

されていたようです。日光街道の宿場では、北からの脅威が想定さ

れていたのか、北側にそれが多く見られます。
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渡辺氏は、「埼玉公論第六号」にある
1896( 明治 29) 年の大地主名簿で、
県内 297人、町域14人のうちの1 人
として紹介されています。
功績のひとつには、1900( 明治 33)
年の杉戸銀行の設立があげられます。

（現：埼玉りそな銀行杉戸支店に位置）
また、杉戸尋

じんじょう

常小学校、杉戸高等小
学校設立の際には多額の支援を行う
とともに、1923(大正12)年の杉戸
農業学校設立時にも、耕地 1 町

ちょう

8 反
たん

余を寄贈するなど杉戸の教育界にも
大きな貢献をしてきました。

は、質屋業を営み、杉戸宿及び近郊は、質屋業を営み、杉戸宿及び近郊
の住民へ金銭等の貸し付けを行っての住民へ金銭等の貸し付けを行って
きました。きました。
( ※ 1874[ 明 治 ７] 年 頃 の「 第六( ※ 1874[ 明 治 ７] 年 頃 の「 第六
区区御御

ご よ う ど めご よ う ど め

用留用留」 に質屋を営んでいたと」 に質屋を営んでいたと
記載されている )記載されている )

渡渡
わ た な べ か ん ざ え も んわ た な べ か ん ざ え も ん

辺勘左衛門辺勘左衛門家（現在九代目）は、家（現在九代目）は、
杉戸の旧家として一目置かれている杉戸の旧家として一目置かれている
存在です。存在です。
1722( 享保 7) 年杉戸宿に移り住ん1722( 享保 7) 年杉戸宿に移り住ん
で以来、多数の農地を集積し、小作人で以来、多数の農地を集積し、小作人
を多く抱えるとともに、江戸中期以降を多く抱えるとともに、江戸中期以降

この間、1876( 明治 9)年には、五代
目勘左衛門が第六区杉戸宿副

ふくこちょう

戸長に
就任し、その後杉戸消防組組頭を歴
任。1929( 昭和 4) 年には、六代目が
第 10 代杉戸町町長、1933( 昭和 8)
年には、七代目が第 12 代同町長を
務めました。同氏は、数代に渡って
町の発展に尽力した人物として、人々
から賞されています。

渡辺家からは、上
かみまち

町の渡
わたなべかなものてん

辺金物店 (Ｐ
19参照)や下

しもまち

町の渡
わたかつしょうてん

勝商店 ( Ｐ34 参
照 ) といった家々を輩出しています。

Data ※個人宅であり、敷地内と史料は
一般公開をしておりません

◀
広
大
な
敷
地
と
邸
宅

◀
整
然
と
し
た
前
面
の
格
子

◀
敷
地
内
に
佇
む
圧
巻
の
蔵
造
り

◀
杉
戸
銀
行
。

　
現
在
の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
の
前
身

横よ
こ
ま
ち町

河か
わ
ら
ぐ
み

原
組

江
戸
の
風
情
を
残
す

                 

北
の
玄
関
口

渡
わ た な べ か ん ざ え も ん

辺勘左衛門 邸
てい

杉戸を代表する邸宅

横
町

01

MA
P 

No
.
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宝
ほうしょういん

性院は、杉戸宿とともに長く、暮ら
しの礎

いしずえ

となってきた「まちの寺院」で
す。法事や法要の他、戸籍の把握や寺
子屋教育、旅籠屋の代わりなど重要な
役割を多数担ってきました。
お 寺 は、1560（ 永

え い ろ く

禄 3） 年 に、
幸
さってじょうしゅいっしき

手城主一色氏が安産と子供の成長を
願い、不動堂を建て安産不動明王を安
置したことから始まったといわれてい
ます。
1857（安政 4）年には成

な り た さ ん

田山と菅
す が や さ ん

谷山
の不動明王を勧請し、あわせて 3 体

がお堂に祀
まつ

られています。
1616（元和 2）年 建立の伽

が ら ん

藍には
本
ほんぞん

尊・大
だいにちにょらい

日如来が祀られています。　　
境内には建造物や装飾物などが存在感
を示し、徳川幕府の高

こうけしょく

家職を務めてい
た武

たけだしんげん

田信玄の子孫の武田信
し ん し

之の書いた
扁
へんがく

額、足利氏所縁の紋章やお堂を守る
獅
し し

子の彫刻などがあります。特に石造
りの馬

ば と う か ん の ん

頭観音は日光街道で一番大き
く、十分な見ごたえを感じます。
また明治期には、郡

ぐんやくしょ

役所や小学校（杉
戸学校）が置かれたこともあります。　　　　　　　　　　明治期の宝性院。自動車もない時代、街道沿いの寺の静けさが伝わってくる

供養の忌日の数、１３体の仏様が祀られている

百獣の王がお堂に。抱える毬は「生命の源」の意お経の一部を象った街道に多くみられる馬頭観音の石塔

足利氏一門を示す「二つ引」と言われる紋章

武田信之が立ち寄りしたためた価値ある扁額

▶杉戸町杉戸 1-5-6
▶ 0480-32-0342

▶杉戸山宝性院不動寺Data

宝
ほ う し ょ う い ん

性 院02
MA

P 
No

.

地域に安心をもたらし、暮らしを見守り続けるお寺

横
町

横
町
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優美な蔵と古民家。心惹
ひ

かれるたたずまい

2 3

１

4

5 6 7

8 9

１）街道沿いの風格ある姿
２）母屋の内部：表玄関の通
用口 ３）当時のまま残る収
納兼階段 ４）ゆったりとし
た時が流れる室内 ５）・６）
蔵内部の立派な丸材の梁 ７）
柔らかな光を放つ蔵の窓 ８）
2 階格子窓から街道を一望　
９）記帳の「表書き」には二
代目小島定右衛門の名

宿場の特徴のひとつでもある町端の宿場の特徴のひとつでもある町端の
「「枡枡

ますがたますがた

型型」。その道沿いに堂々たる風格」。その道沿いに堂々たる風格
を見せる古民家が「を見せる古民家が「角角

かどこくかどこく

穀穀」です。母」です。母
屋と蔵が並ぶ優美さは、道行く人の屋と蔵が並ぶ優美さは、道行く人の
心にひときわ刻み込まれてきたこと心にひときわ刻み込まれてきたこと
でしょう。でしょう。
かつて敷地内には、表の蔵(かつて敷地内には、表の蔵( 袖袖

そでぐらそでぐら

蔵蔵 ) に) に
続きさらなる他の蔵 3 つが連なり、続きさらなる他の蔵 3 つが連なり、
敷地を囲む外塀にも収納空間があった敷地を囲む外塀にも収納空間があった
といいます。屋内では、大木を使ったといいます。屋内では、大木を使った
梁梁
はりはり

や柱が木材の美しさを際立たせていや柱が木材の美しさを際立たせてい
ます。また、母屋 2 階から見はらすます。また、母屋 2 階から見はらす

街道のほぼ全景には、ここからでしか街道のほぼ全景には、ここからでしか
味わえない爽快さが感じられます。味わえない爽快さが感じられます。
創業は 2 代目創業は 2 代目小小

こ じ ま さ だ え も んこ じ ま さ だ え も ん

島定右衛門島定右衛門によるそによるそ
うです。屋号は枡形の通りの「角」にうです。屋号は枡形の通りの「角」に
ある「米穀問屋」を意味しています。ある「米穀問屋」を意味しています。
日本橋日本橋蛎蛎

かきがらちょうかきがらちょう

殻町殻町や門前仲町といった場や門前仲町といった場
所の 4 つの商店と情報を共有し、相所の 4 つの商店と情報を共有し、相
場の変動にあわせた米取引を行いま場の変動にあわせた米取引を行いま
した。米の輸送する際には、近くをした。米の輸送する際には、近くを
流れる古利根川を利用していたそう流れる古利根川を利用していたそう
です。角穀は、杉戸宿の面影を今にです。角穀は、杉戸宿の面影を今に
伝える貴重な建物です。伝える貴重な建物です。

※個人宅であり、敷地内
と史料は一般公開をし
ておりません

Data

03 角
か ど こ く

穀 跡
あと

/ 小
こ じ ま さ だ え も ん

島定右衛門 邸
てい

MA
P 

No
.

横
町

横
町
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八は
っ
く
け
ん

九
間

　
空
で
雨
ふ
る

　
　
　
　
柳
や
な
ぎ 

哉か
な

　

は
せ
越を

（
芭
蕉
）

石碑には俳聖が柳を詠んだ名句

神様の祀られる頂上の碑

富ふ
じ
せ
ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ

士
浅
間
神
社
の
大
き
な
塚
は
訪
問
者
の
目
を

引
き
ま
す
。
富ふ
じ
さ
ん
ほ
ん
ぐ
う
せ
ん
げ
ん
た
い
し
ゃ

士
山
本
宮
浅
間
大
社
の
分
霊
が

祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
か
ら
は
「
浅せ
ん
げ
ん
さ
ま

間
様
」

の
呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

刻
ま
れ
た
碑
が

ど
こ
に
あ
る
の
か

探
す
も
ま
た
良
し 

♪

富士浅間神社の塚のふもとには富士浅間神社の塚のふもとには
大きな自然石が埋め込まれてい大きな自然石が埋め込まれてい
ます。表面にはます。表面には俳俳

はいかいはいかい

諧諧と俳号、( 右と俳号、( 右
に掲載したに掲載した松松

まつおばしょうまつおばしょう

尾芭蕉尾芭蕉の一句 ) がの一句 ) が
刻まれています。『刻まれています。『続続

ぞくさるみのぞくさるみの

猿蓑猿蓑』に』に
載る連句の、発句です。載る連句の、発句です。
ちなみに、俳諧とは 「俳諧のちなみに、俳諧とは 「俳諧の
連連
れ ん がれ ん が

歌歌」の略で、身近な言葉を自」の略で、身近な言葉を自
由に使い、複数人で長句（5・7・由に使い、複数人で長句（5・7・
5）と短句（7・7）を即興で作り、5）と短句（7・7）を即興で作り、

聞かせ合うものをいいます。聞かせ合うものをいいます。
芭蕉と杉戸宿の結びつきは残念芭蕉と杉戸宿の結びつきは残念
ながらわからず、碑を建てるこながらわからず、碑を建てるこ
とになったいきさつは知る由もとになったいきさつは知る由も
ありません。ただし、いまにありません。ただし、いまに遺遺

のこのこ

る俳額や句集には、当時活躍しる俳額や句集には、当時活躍し
た杉戸の俳人の名が散見されるた杉戸の俳人の名が散見される
ことから、人びとが盛んに俳諧ことから、人びとが盛んに俳諧
に興じていたことだけは間違いに興じていたことだけは間違い
ありません。  ありません。  

富士講の人びとは、連れだって実際に富士講の人びとは、連れだって実際に
富士山を登ったり、身近にある塚を富富士山を登ったり、身近にある塚を富
士山と見立ててお参りしたりすること士山と見立ててお参りしたりすること
で、信仰を深めていました。で、信仰を深めていました。
ちなみにどの富士塚からも、かつてはちなみにどの富士塚からも、かつては
富士山が見えたそうです。富士山が見えたそうです。
当地の神社では、毎年 7 月 1 日に当地の神社では、毎年 7 月 1 日に

「「初初
はつやままいはつやままい

山参山参り」がとりおこなわれます。り」がとりおこなわれます。
塚の上で、1 年以内に生まれた新生児塚の上で、1 年以内に生まれた新生児
が額に朱印を授かります。無病息災とが額に朱印を授かります。無病息災と
健やかな成長を願う伝統の行事です。健やかな成長を願う伝統の行事です。

▶杉戸町杉戸 4-10 ▶杉戸町杉戸 4-10Data Data

富
ふ じ

士浅
せ ん げ ん じ ん じ ゃ

間 神 社
伝統の行事「初山参り」はここで
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芭
ば し ょ う

蕉 の 句
く ひ

碑
俳
はいかい

諧のたしなみが広くみられた杉戸
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No
.
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原
組
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組



■ 丸
ま る い さ け て ん

井酒店
丸井酒店は、河原町にある酒小丸井酒店は、河原町にある酒小
売店・立ち呑みバーです。創業売店・立ち呑みバーです。創業
者の内山氏は越後から酒造を目者の内山氏は越後から酒造を目
的として杉戸に移住をしてきま的として杉戸に移住をしてきま
した。それ以降江戸期から昭和した。それ以降江戸期から昭和
初期まで酒造りを続けました。初期まで酒造りを続けました。
現在は、現代風な店とおもむき現在は、現代風な店とおもむき
ある蔵が奥に建ち、歴史の移りある蔵が奥に建ち、歴史の移り
変わりを感じさせられます。変わりを感じさせられます。

16 17

街道のまち並み

昭和期の下
しもまち

町から新
しんまち

町に
かけてのまち並みです。
沿路はのんびりとした雰
囲気で、夏場には商家が
縁台を据え、夕涼みを楽
しんだといいます。座り
話し込む者、将棋に興じ
る者など、人びとのゆっ
たりとした暮らしの雰囲
気が伝わってきます。

【厳島神社】弁天様が女衆を護る

【稲荷神社】商売繁盛を願う

【金刀比羅宮】
水上安全を祈願

現在の埼玉りそな銀行杉戸支店 付近

江戸時代、このあたりは古利根川舟運江戸時代、このあたりは古利根川舟運
の荷揚げ場であり、茶屋や料理屋が軒の荷揚げ場であり、茶屋や料理屋が軒
を並べる活気のあるところでした。を並べる活気のあるところでした。
厳厳
いつくしまいつくしま

島島 神社には神社には弁弁
べんざいてんべんざいてん

財天財天像が像が奉奉
ほうあんほうあん

安安され、され、
「弁天様」と親しまれています。当社「弁天様」と親しまれています。当社
は女人守護、技芸上達の神として、働は女人守護、技芸上達の神として、働
く女性からの信仰を集めています。弁く女性からの信仰を集めています。弁
天様のお使いは蛇であるとされ、願か天様のお使いは蛇であるとされ、願か
けがけが叶叶

かなかな

うと、陶製の蛇や卵が奉納されうと、陶製の蛇や卵が奉納され
ます。ます。
金金
こ と ひ ら ぐ うこ と ひ ら ぐ う

刀比羅宮刀比羅宮には水上安全、稲荷神社にには水上安全、稲荷神社に
は商売繁盛としての信仰があります。は商売繁盛としての信仰があります。

扉の見事な彫刻
も必見！

奥に移設し、大切に利用されている蔵

胸元のハート型
がかわいい狛犬

▶杉戸町杉戸 4-10

▶丸井酒店・立ち呑み CLUB HOUSE　
▶杉戸町杉戸 1-4-8 ▶0480-32-0223   ※お店以外、敷地内への立ち入りは出来ません

Data

Data

河畔に集まる寺社が人びとを見守る

04
MA
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厳
いつくしまじんじゃ

島神社/金
こ と ひ ら ぐ う

刀比羅宮/稲
いなりじんじゃ

荷神社
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組

河
原
組
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Data

屋号を掲げていた頃の建物正面と歴史を語る板張りの外壁

戸棚の中に並ぶ商いのなごり、時代を物語る広告看板たち

渡辺渡辺金金
かなものかなもの

物物店は、杉戸の歴史を継ぎなが店は、杉戸の歴史を継ぎなが
ら、今も味わいのある店がまえを残しら、今も味わいのある店がまえを残し
ています。ています。
ご親族によると、渡辺金物店は横町のご親族によると、渡辺金物店は横町の
名士・渡辺家（P9 参照）から分家と名士・渡辺家（P9 参照）から分家と
なった先々代が創業したそうです。平なった先々代が創業したそうです。平
成に入り看板を降ろしました。営業当成に入り看板を降ろしました。営業当
時、お店には格子のついたてに囲まれ時、お店には格子のついたてに囲まれ
主が座るようすが印象的だったとのこ主が座るようすが印象的だったとのこ
とです。とです。
現在、屋内では古民家ならではの心な現在、屋内では古民家ならではの心な
ごむ空気が今も感じられ、古き暮らしごむ空気が今も感じられ、古き暮らし
の風景に思いを馳せることができまの風景に思いを馳せることができま
す。梁・土間・戸棚・古道具の一つひす。梁・土間・戸棚・古道具の一つひ
とつが慎ましく、往時の商家の生活感とつが慎ましく、往時の商家の生活感
を醸しだしています。を醸しだしています。

▶▶イベント開催時を除き、敷地内と史料はイベント開催時を除き、敷地内と史料は
　一般公開をしておりません　一般公開をしておりません

上か
み
ま
ち町

多
く
の
人
び
と
が
行
き
交
っ
た
、

　
　
　
　

    

高
札
場
の
あ
る
町
場

商家のたたずまいを残す心なごむ古民家

渡
わ た な べ か な も の て ん

辺 金 物 店 跡
あと
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■ ささらこしたみ

渡辺金物店の外壁は、簓
ささらこしたみ

子下見
と 呼 ば れ る 仕 上 げ 方 法 で す

（P18,19）。木材が縦横整然
と組み合わされるさまは美しい
ものです。そして、簓子 ( 縦の
角材）を外せば横板は容易には
がせ、火災時に被害を小さくす
る、実用的な面も持っています。  

20 21

跡地に建てられた古民家

写真は幕末維新期、北陸街道の福井城下九十九橋
北詰の高札場である。
福井市春嶽公記念文庫福井市立郷土歴史博物館蔵

福井城下の写真

このような高札が宿場の中心に掲げられた

史料に載る杉戸宿高札場

高札場建替願書

「「高高
こうさつこうさつ

札札」とは、幕府の命令や」とは、幕府の命令や掟掟
おきてがおきてが

書書きをきを
知らせるために、木札に書かれたもの知らせるために、木札に書かれたもの
を意味します。ゆえに「を意味します。ゆえに「高高

こ う さ つ ばこ う さ つ ば

札場札場」とは、」とは、
高札を数枚まとめて高く掲げられた場高札を数枚まとめて高く掲げられた場
所を表します。所を表します。
杉戸宿では、幕末には杉戸宿では、幕末には遠遠

と お の やと お の や

野屋野屋の、の、元元
げんろくげんろく

禄禄
期には名主の期には名主の関関

せ き ね し ろ う べ えせ き ね し ろ う べ え

根四郎兵衛根四郎兵衛宅の敷地の宅の敷地の
一角に置かれていました。後者の場合一角に置かれていました。後者の場合
は 間口が23 間半( 約42.73m）のは 間口が23 間半( 約42.73m）の
うち、高札場は 2 間半（約 4.5m）の幅うち、高札場は 2 間半（約 4.5m）の幅

をとり、その分免税を受けられました。をとり、その分免税を受けられました。
この地点は、日光街道に杉戸宿とこの地点は、日光街道に杉戸宿と
関関
せきやどせきやど

宿宿城下町（現千葉県野田市）を結城下町（現千葉県野田市）を結
ぶ場所にあたり、人の目に触れやすぶ場所にあたり、人の目に触れやす
いことから高札場が設けられたと考いことから高札場が設けられたと考
えられています。えられています。

現在、復元された高札場が街道沿い現在、復元された高札場が街道沿い
の「清地村」エリアに設置されていの「清地村」エリアに設置されてい
ます（ 43 ページ記載）。ます（ 43 ページ記載）。 ※個人宅ですが、公道からの見学は可能です

※写真の古民家は現在解体されております※写真の古民家は現在解体されております
※高札場の復元は 43 ページに掲載※高札場の復元は 43 ページに掲載

2013（平成 25）年撮影2013（平成 25）年撮影

Data

Data

幕府の「御
お ふ

触れ」は人びとの集まる場所に

高
こ う さ つ ば

札 場 跡
あと
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宿場にある宿のなかで、もっとも重要
で格式高かったのが本

ほんじん

陣です。
現在も残る立派な門を見れば、多くの
有力者が駕

か ご

籠を置き、出入りをしてい
たようすが、思い浮かばれます。
本陣には、大名や幕府役人、日光門主
といった特定の身分の高い者が休憩
し、休泊しました。玄関と門がまえが
あることが、本陣の特徴です。
本陣は、杉戸では主に長瀬家が長く務
めていました。同家の当主が女性だっ
た時期には、他の家が務めたこともあ

りました。
今もこの地で暮らす海老原氏のご先祖
と考えられる市

い ち ざ え も ん

左衛門が役目を務めた
こともあります。
本陣では休泊代ではなく、謝礼として
支払いを受けることとなっていまし
た。
1836（ 天 保 7） 年 の 例 で は、 休
憩 200 疋

ひき

（ 約 50,000 円 ）、 休 泊
300 疋（約 75,000 円）でした。

※個人宅のため敷地内と史料は
　一般公開をしておりません

Data

中な
か
ま
ち町

宿
場
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中
心
、
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軒
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ね
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軒
を
連
ね
た

本
ほ ん じ ん

陣 跡
あと

/ 長
な が せ

瀬清
せ い べ え

兵衛 邸
てい

重厚な門がまえが格式の高さを象徴
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No
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※本陣跡： 公道からの見学のみ可能　　　※本陣跡： 公道からの見学のみ可能　　　

門
が
ま
え
と
並
ぶ
力
強
い
樹
勢
の
松

休
泊
者
名
を
書
い
て
掲
げ
る
宿や
ど
ふ
だ札

大
切
に
保
管
さ
れ
る
貴
重
な
史
料

2014（平成26）年撮影
※現在は寿命により松の木はありません

中
町



■ 三
み む ら

村や酒
さけてん

店 跡
宿場通りに並ぶ「三村や酒店」は、宿場通りに並ぶ「三村や酒店」は、
江戸期から続いた商店でした。江戸期から続いた商店でした。
店主によれば、店は 150 年ほど店主によれば、店は 150 年ほど
前に、隣にある前に、隣にある清清

せ い じせ い じ

地地村から当地へ村から当地へ
移転してきたとのことです。改修移転してきたとのことです。改修
前の店舗は、写真のような古民前の店舗は、写真のような古民
家で商家のたたずまいを今に伝家で商家のたたずまいを今に伝
えていました。えていました。1989（平成元）年頃

24 25

下
町
在
居
の
名
主
・
鈴す
ず
き
こ
ざ
え
も
ん

木
小
左
衛
門
に
よ
る
水
墨
画

◀西側跡
（現在）

東側跡▶
( 現在）

なお、前述の酒屋伝右衛門は脇本陣の
他に、旅

は た ご

籠組合の総
そうだい

代を勤めたり、蔦
屋吉兵衛は、本陣を長瀬家の代わりに
勤めたこともあるようです。

名名
な ぬ しな ぬ し

主主とは、領主の下で村政を担当しとは、領主の下で村政を担当し
た村の長です。主に関東での呼び方た村の長です。主に関東での呼び方
で、関西では庄屋、東北ではで、関西では庄屋、東北では肝肝

きもいりきもいり

煎煎とと
称しました。役割は多岐にわたり大称しました。役割は多岐にわたり大
変忙しいものでした。領主の命令を変忙しいものでした。領主の命令を
農民に伝えたり、年貢の割り当て、農民に伝えたり、年貢の割り当て、
もめごとを解決することなどです。もめごとを解決することなどです。
村の問題は名主が中心となり処理を村の問題は名主が中心となり処理を
しました。しました。
また他に、杉戸宿では名主の補佐をまた他に、杉戸宿では名主の補佐を
するする年年

としよりとしより

寄寄、名主と組頭の村政を監視、名主と組頭の村政を監視
するする百百

ひゃくしょうだいひゃくしょうだい

姓代姓代という役もありました。という役もありました。

杉戸宿では、町や組ごとに名主が
置かれていたといわれています。
1746（延

えんきょう

享 3）年に全体で10
名いたところを 4 名に減らし、
江戸末期まで同人数で役を務めま
した。名主と問

と い や

屋は兼
けんたい

帯していた
ようです (P33 参照 )。

杉戸宿は、宿場町であると同時に、「村方」としては、幕府直轄領で
代官支配所でした。

杉戸宿の脇
わきほんじん

本陣は本陣の両脇に一軒ず
つありました。一般の旅人を泊めます
が、要職の者が泊まる場合もあり、本
陣に準ずる宿でした。一般の旅籠屋と
の格の違いとして、玄関または門構え
を設けることが許されていました。
時代により務める者は変わったと伝
えられ、幕末期は酒

さ か や で ん え も ん

屋伝右衛門と
蔦
つ た や き ち べ え

屋吉兵衛だったといわれています。
現在、酒屋も蔦屋も残っておらず、子
孫も他所に移動して、当時の様子を語
り継ぐ者は見当たりません。

※現在店舗は閉店していますData

脇
わ き ほ ん じ ん

本 陣 跡
あと （西側）酒

さ か や で ん え も ん

屋伝右衛門邸跡

（東側）蔦
つ た や き ち べ え

屋吉兵衛邸跡

格式を持ち、玄関を設けることが許されていた

08
MA

P 
No

.

名
な ぬ し

主
名主の役目は、重要かつ多岐に

中
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拝
殿
脇
に
は
、
樹
齢
数
百
年
の
大お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏

【
荒
神
社
】
祭
神
は
三さ
ん
め
ん
ろ
っ
ぴ

面
六
臂
の
三さ
ん
ぽ
う
じ
ん

宝
神

【
大
天
狗
神
】

社
殿
の
中
に
は

神
社
の
縁
起
書
が

荒
神
社
の
隣
に
は

      

稲
荷
神
社
が
並
ぶ

荒荒
こうじんしゃこうじんしゃ

神社神社は、鎮守・愛宕神社境内のは、鎮守・愛宕神社境内の
築築
つきやまつきやま

山山から地域を見守っています。から地域を見守っています。
神社は氏子である海老原氏が守っ神社は氏子である海老原氏が守っ
ており、神社の縁起書が社殿内ており、神社の縁起書が社殿内
に納められています。同書では、に納められています。同書では、
荒神社は 1376（荒神社は 1376（永永

え い わえ い わ

和和 2）年に2）年に
坂坂
ばんどうばんどう

東東（関東の古称）の武士が、古（関東の古称）の武士が、古
利根川をさかのぼってきた際に風利根川をさかのぼってきた際に風
波が荒んだため、ここに舟を着波が荒んだため、ここに舟を着
け、守り本尊を祀ったと伝えらけ、守り本尊を祀ったと伝えら
れます。1598（れます。1598（慶慶

けいちょうけいちょう

長長 3）年に3）年に
御御
おんたけさんおんたけさん

嶽山嶽山が合祀され、が合祀され、大大
おおてんぐしんおおてんぐしん

天狗神天狗神が建が建
ち、1685（ち、1685（貞貞

じょうきょうじょうきょう

享享 2）年に稲荷神2）年に稲荷神
社も合祀されたとされています。社も合祀されたとされています。

愛愛
あ た ごあ た ご

宕宕神社は杉戸宿の鎮守の１つです。神社は杉戸宿の鎮守の１つです。
大火の経験のある杉戸では、火伏せの大火の経験のある杉戸では、火伏せの
神としても深く信仰されています。神としても深く信仰されています。
古くからの言い伝えで、愛宕神社の成古くからの言い伝えで、愛宕神社の成
り立ちは 1705（宝永 2）年までさり立ちは 1705（宝永 2）年までさ
かのぼります。この年の大水の際、愛かのぼります。この年の大水の際、愛
宕様の像が当地にあった宕様の像が当地にあった香香

か と りか と り

取取神社の神社の
大大
おおいちょうおおいちょう

銀杏銀杏の元に流れてきたそうです。この元に流れてきたそうです。こ
の像がの像が合合

ご う しご う し

祀祀され「され「愛愛
あ た ご か と り ご う し ゃあ た ご か と り ご う し ゃ

宕香取合社宕香取合社」とな」とな
りました。そして、明治の初めに社号りました。そして、明治の初めに社号
を「愛宕神社」に改められました。明を「愛宕神社」に改められました。明
治政府による神仏分離令までは、宝性治政府による神仏分離令までは、宝性

院（P10 参照）が神社の管理をする院（P10 参照）が神社の管理をする
寺院「寺院「別別

べ っ と う じべ っ と う じ

当寺当寺」でした。」でした。
現在境内にある大銀杏の樹勢は、災害現在境内にある大銀杏の樹勢は、災害
の影響もあり良好とはとてもいえませの影響もあり良好とはとてもいえませ
ん。それでも、地域の人びとに見守らん。それでも、地域の人びとに見守ら
れながら徐々に力を戻してきました。れながら徐々に力を戻してきました。
この大樹は、前述にある、愛宕様が流この大樹は、前述にある、愛宕様が流
れ着いた「大銀杏」であるとの推測がれ着いた「大銀杏」であるとの推測が
あります。300 年以上前すでに大銀あります。300 年以上前すでに大銀
杏といわれていたのであれば、当然な杏といわれていたのであれば、当然な
がら樹齢 300 歳をはるかに上回るこがら樹齢 300 歳をはるかに上回るこ
とになります。とになります。

▶杉戸町杉戸 4-4 ▶杉戸町杉戸 4-4Data Data

愛
あ た ご じ ん じ ゃ

宕 神 社
杉戸宿の鎮守。地域を守護する神社

09
MA
P 
No
.

荒
こ う じ ん し ゃ

神 社 / 大
お お て ん ぐ し ん

天 狗 神
社殿の縁起書に記された歴史では14 世紀にさかのぼる

09

MA
P 
No
.
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代々伝わる酒造時代の看板と、古道具

家屋と蔵が並ぶ宿場特有の縦長の敷地
( 昭和20年初期 当時）

※ 2011年の東日本大震災の影響で
　 惜しくも解体された伊勢長跡

店の土間から緑豊かな庭園へ

駒
こまよせ

寄は人馬が入ることを防ぐため

6 畳間の間口の広さの神棚

蔵の真っ白な壁。観音扉の重厚感

鎮守・愛宕神社の参道に建つ小林質店
は、かつては「伊

い せ ち ょ う

勢長」と呼ばれる造
り酒屋でした。1852（嘉

か え い

永 5）年に
建てられた、蔵造りの古民家が江戸の
まち並みを近年まで伝えていました。
しかし、残念ながら東日本大震災で崩
れ、安全確保のため、姿を消していま
す。表には駒

こまよせ

寄という馬を繋
つな

ぐための
格子囲いがありました。
伊勢長は、初代伊勢屋長兵衛（1783
／天

てんめい

明 3 年没）が酒造を目的に、は
るか伊勢の小

おばやしむら

林村（現三重県伊勢市）

から杉戸の地へ移り住み、創業したと
伝えられています。「長兵衛」は代々
襲名され、『酒造株高書上帳』（1803
／享

きょうわ

和 3 年）といった史料の中に名
が記されています。
杜
と う じ

氏は越
え ち ご

後杜氏、水は井戸水を使用し
ていました。当家ご親族のひとりによ
れば、伊勢屋の井戸水は良質で、他の
酒造店にも分けていたといいます。
酒造店は明治 20 年代に店を閉じまし
た。その後、杉戸郵便局、小林質店と
移り変わり、後継が家を守っています。

▶小林質店▶杉戸町杉戸 4-3-1
▶ 0480-33-3000
※写真の古民家は現在解体されております

Data

伊
い せ ち ょ う

勢長 跡
あと

/ 伊
い せ や ち ょ う べ え

勢屋長兵衛 邸
てい10

MA
P 

No
.

江戸の造り酒屋の風情を、近年まで伝えていた

中
町

中
町
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杉戸駅
（現東武動物公園駅）

旧杉戸駅前通り

1899（ 明 治 32）年 に
東武鉄道が開通し、杉戸
駅ができました。翌年に、
杉戸町から駅までの道路

「停
て い し ゃ ば ど お

車場通り」と橋がつ
くられました。

通りには桜が植えられ、
桜のトンネルとして名所
となりました。戦時中に
伐採されましたが、美し
さは当時を知る人びとか
ら語り継がれています。

杉戸駅は、現在の東武動物
公園駅の前身です。開設時
は北

きたせんじゅ

千住駅から久
く き

喜駅まで
鉄道が開通し、その区間に
西
に し あ ら い

新井・草
そ う か

加・越
こしがや

谷・粕
かすかべ

壁・
杉戸の各駅ができました。

photo : 高橋写真館提供

虎
とらやぜんぞう

屋善蔵（内
うちやましゅうぶん

山周文）は杉戸宿の漢方
医のひとりでした。その後を継ぐもの
も昭和期までを診療医として地域医療
を担っていました。屋号「虎屋」は、
そのまま薬局に名を伝えています。
善蔵には、当時杉戸で流行していた俳
諧のたしなみがありました。

『多
たしょうあんはいだんし

少庵俳檀史』には、善蔵について「内
山小

こ み の

蓑通称は善蔵杉戸の人なり、有名
なる小児科の医家にて家号を虎屋」、

「医才は神に通じ」、「小児の疳
かん

は虎屋
の門をくぐれば診を請けおはざるも

全治す」、などと記され杉戸の信頼さ
れる医師であったことが分かります。
また、善蔵は岩

いわつき

槻藩士・教育者・儒
じゅがく

学
者である児

こ だ ま な ん か

玉南柯との親交がありまし
た。1796（寛政 8）年には、善蔵は
南柯を家に招いて講義を受け、以降も
親しい付き合いが続きます。1809

（文化 6）年に起きた、杉戸宿中町か
ら新町にかけての大火の際には、翌日
すぐに南柯が杉戸まで見舞いに来てお
り、2 人の親睦の深さを思わせます。

宿場の名医であり、教養人

漢
かんぽうい

方医 虎
と ら や

屋 跡
あと

/内
うちやましゅうぶん

山周文 邸
てい11

MA
P 

No
.

昭和 30 年の駅前通り。
突き当たりが現とらや薬局。国道へ抜ける道はまだ無い

桜のトンネルとして名所となっていた頃の駅前通り

中
町
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下し
も
ま
ち町

現在の様子 現在銀行前に移設された碑

問屋場での人足と馬の交代の様子（ 藤枝宿：人馬継立画／歌川広重 ）

昭和 40 年代同地西側の通り

◀ 

馬
差

▲
人
足
た
ち 

▲ 

打
合
せ
の
様
子

 
武
士 

▼

▲ 

問
屋
場

▶ 

問
屋

▶ 

帳
付

▶ 

年
寄

問屋場跡には「明治天皇御小休所阯」という石碑を見ることがで問屋場跡には「明治天皇御小休所阯」という石碑を見ることがで
きます。1876（明治 9）年に県区務所が置かれており、当時陛きます。1876（明治 9）年に県区務所が置かれており、当時陛
下が、東北巡幸に際しここで休憩をとったことを記す碑です。下が、東北巡幸に際しここで休憩をとったことを記す碑です。

問
と い や ば

屋場は、旅人の荷物の輸送と宿泊場
所の調整を行う、重要かつ責任ある役
割を担っていました。
主な役職として、問

と い や

屋（人馬を取り仕
切る監督職）と年

としより

寄（問屋を補佐する
役職）、張

ちょうづけ

付（出納や事柄を帳面に書
き付ける役職）、馬

うまさし

差（馬の用立てや
運輸の指図する役職）などが詰めてい
ました。
問 屋 場 に は、 大 名 や 幕 府 役 人、
日
にっこうもんしゅ

光門主といった特別な身分の者が通
行する際に、先触れという書類が事前

に届きます。ここでまず詳細を把握し
ます。
そして、主より先に宿場に入る家臣
が、問屋場にて本陣役や旅籠組合の惣
代と宿手配の打ち合わせをします。ま
た、荷を輸送するための人足と馬の調
整は、問屋が助

すけごうかいしょ

郷会所と連絡を取り合
い、行いました。
問屋場の跡地には、県の第六区区務所
や渡勝商店（P34 参照）、現在の銀行
など、まちの重要な施設や店が入れ
替り設けられ、今日に至ります。

▶杉戸町杉戸 2-13-12
▶三井住友信託銀行
　杉戸支店前

Data

問
屋
場
が
置
か
れ
た

　
　
　
　

宿
場
の
要
ど
こ
ろ

　
　

人馬・宿の手配など重要な役割を担った

問
と い や ば

屋 場 跡
あと12

MA
P 

No
.

12

MA
P 

No
.

明明
めいじてんのうごしょうきゅうじょしめいじてんのうごしょうきゅうじょし

治天皇御小休治天皇御小休所阯所阯

下
町
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渡
わたかつしょうてん

勝商店 跡

問屋場跡地に店を構えた「渡勝
商店」は杉戸の有力者・渡辺氏
が営む油・砂糖の卸小売業店で
した。1959（昭和 34）年に氏
が土地を提供し、商店脇から現
国道へ抜ける道が作られ、交通
の便が向上します。他に、商工
会会長を務めたりなど、まちの
発展に力を注いでこられました。

レトロな魅力がいっぱいの
看板と当時の店頭

『奥羽一覧道中膝栗毛』に描かれた釘屋

お稲荷さまの祀られる本殿

名の刻まれた「鰐口」

釘屋が載る『諸
しょこくどうちゅうあきんどかがみ

国道中商人鑑』

photo : 高橋写真館提供

伊
い な

奈稲荷神社は、かつての杉戸宿問屋
場の裏に位置することから、「問屋場
稲荷」と呼ばれ地域に根ざしています。
神社は、当時の花柳界の人たちから深
く信仰されていました。
本殿に見られる鰐

わにぐち

口に、下町で働く
20 名の女人衆世話人の名が刻書され
ていることからも、そのことがうかが
えます。宿場の真ん中にあり、まさに、
身近な神様として、親しまれていたの
でしょう。

杉戸宿の旅
は た ご

籠屋のようすを活きいきと
今に伝えるのが、十

じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

返舎一九による
滑
こっけいぼん

稽本『奥
おうういちらんどうちゅうひざくりげ

羽一覧道中膝栗毛』です。
作中には、杉戸宿に実際にあった旅籠
屋の釘

く ぎ や

屋と主の嘉
か え も ん

右衛門が出てきま
す。
物語では、延

のぶたか

高と筑
ち く ら ぼ う

羅房、弥
や じ ろ べ え

次郎兵衛、
喜
き た は ち

多八の一行の、釘屋に泊まった時の
ようすが描かれています。簡潔にくだ
りを説明すると次のようになります。

“ 旅籠に着くと桶
おけ

で足を洗い、奥に通
され茶をもらう。主の女房らと話を

した後、弥次郎兵衛は娼
しょうぎ

妓4 人を呼
ぶよう頼み、その内のひとりは河内屋
のお駒を、とも伝える。大酒を飲み、
料理は江戸の名店にも引けを取らな
いほど豪華。”
他にも杉戸宿に関わる内容がこの本に
は書かれています。
釘屋や河内屋は実在し、内容もあま
りに詳細に描写されていることから、
十返舎一九は、実際に杉戸宿の釘屋
で過ごしたことがあることと考えら
れます。

▶杉戸町杉戸 2-13Data

伊
い な

奈稲
い な り じ ん じ ゃ

荷神社
問
と い や ば

屋場裏の「問
と い や ば い な り

屋場稲荷」。働く女衆から深い信仰

13

MA
P 
No
.

十
じ っ ぺ ん し ゃ い っ く

返舎一九が泊まったといわれる旅
は た ご や

籠屋

旅
は た ご や

籠屋 / 釘
く ぎ や

屋 跡
あと14

MA
P 

No
.

下
町

下
町
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新
町

神輿庫。天王様に疫病退散を祈願 境内には、白山大権現・天満宮・
稲荷神社

苗字を名乗る寄進者がずらり

神
しんめい

明 神 社 は 杉 戸 宿 新 町 の 鎮 守 で、
「神

しんめいさま

明様」として親しまれています。
毎年 7 月の八坂祭りは「天

てんのうさま

王様」と
呼ばれ、夏祭りで賑わいます。境内に
は神

み こ し

輿を納める神
し ん よ こ

輿庫があります。
石造りの常夜灯が 2 台ありましたが、
現在は土台石のみが残っています。土
台石の側面には寄進した氏子の名が彫
られています。齋藤作兵衛、渡辺長左
衛門のように、寄進者には苗字の表記
もみられます。江戸時代の庶民は一
般に苗字帯刀は禁止されていました。

しかし、実際には苗字を名乗った者が
いたことがわかります。

『風土記稿』には、神明神社について
は「神明院持ち」とあります。社号

「神明神社」と院号「神明院」、祭神
「大

お お ひ る め む ち

日孁貴命」と本尊「胎
たいぞうかいだいにち

蔵界大日」（神
仏習合では両者は同一視されている）
との関連を考えると、寺院である神明
院が別当寺となり、神明神社を管理し
ていたと推測できます。なお、神明院
は神社に隣接していましたが、明治の
初めに廃寺となっています。

▶杉戸町杉戸 2-12-26Data
新し

ん
ま
ち町

上
杉
戸
か
ら
移
り

　

新
た
な
彩
り
を
加
え
た
町
場

神
し ん め い じ ん じ ゃ

明神社
杉戸宿新町の鎮守・神明様

15

MA
P 
No
.
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古川橋とバス

大
お お お と し ふ る と ね が わ

落古利根川

遊歩道が整備され、
賑わいを見せる古利根川

昭和31年頃。
木造の古川橋を駅方面へ走るボンネットバス。

大落古利根川は、杉戸町

と西隣の宮
みやしろまち

代町との間に

流れる河川です。

名称にある「大落」には、

農業排水を落とすという

意味があります。

古利根川の場合は、上流域で利用した用水を一

旦悪
あくすい

水として落とし、下流域で再び用水とする

利用方法を表します。

江戸時代初期までは利根川の主流でした。当河

川は、古くから洪水で流路を変える「暴れ川」で、

流域の人びとは水害に悩まされていました。

photo : 四代目高橋屋提供

photo : 田沼正之氏 提供

現在の山門をあおぎ見る 柔和なお顔からほほえみが伝わる

時代を感じさせる寺院の景観

東
と う ふ く じ

福寺は新町にある寺院です。お寺の
参道は、かつての杉戸宿と清

せ い じ

地村の境
となっています。
伝承では、もとは杉戸西域の上

かみ

杉戸に
あったとされています。1461（寛

かんしょう

正
2）年と 1554（天

てんもん

文 22）年には火
災を被り、その都度の一

いっしき

色氏による本
堂と諸堂の再建があったと伝えられて
います。現在地には、1615（元

げ ん な

和元）年
に移ったといわれています。
た だ し、『 風 土 記 稿 』 に よ れ ば、
1623（元和 9）年に僧栄

えいしん

慎が草創し、

1814（文化 11）年僧祐
ゆうきょう

教の系譜が
相続したといわれてもいます。
なお、寺院には本尊・不

ふどうみょうおう

動明王の他、
両
りょうそだいし

祖大師と五
ごだいみょうおう

大明王、阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来が祀
られています。
また、明治期の自

じゆうみんけんうんどう

由民権運動では、杉
戸も運動拠点のひとつだったことか
ら、東福寺でも演説会があり、盛会だっ
たそうです。
1889（明治 22）年から施行された
市制及町村制で、町役場が東福寺に置
かれていたこともありました。

▶香取山東福寺
▶杉戸町清地 1-9-3

Data

東
と う

福
ふ く

寺
じ

杉戸宿の成り立ちと同じ時代からこの地に

16
MA

P 
No

.

新
町
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豊
と し ま

島屋
や

 跡
あと

/関
せきぐち

口式
しき

右
え も ん

衛門 邸
てい

１

3

5

2

4
1)大震災後も残された納
屋などにも風情が 2)納
屋のひさしを大木が支え
る 3)豊嶋屋の屋号紋「カ
ネジュウ」が印された瓦 
4)代表する銘柄「豊泉」
5)銘柄「杉戸宿」の看板

街道沿い、江戸期を思わせるたたず街道沿い、江戸期を思わせるたたず
まいの大きな古民家がまいの大きな古民家が豊豊

と し ま やと し ま や

嶋屋嶋屋です。です。
近年は屋号を「近年は屋号を「関関

せきぐちせきぐち

口口酒造」に改め、創酒造」に改め、創
業 1822（業 1822（文文

ぶんせいぶんせい

政政 5）年の江戸期から長5）年の江戸期から長
きにわたり、老舗店として愛されてきにわたり、老舗店として愛されて
きました。きました。
14 代目店主によると、造り酒屋とし14 代目店主によると、造り酒屋とし
ては、6 代〜 8 代とも伝えられ、代々ては、6 代〜 8 代とも伝えられ、代々
の家系史では、今川義元の養女で、の家系史では、今川義元の養女で、
徳川家康 の正室にもなった徳川家康 の正室にもなった築築

つ き や ま ご ぜ んつ き や ま ご ぜ ん

山御前山御前
が祖先に当たるとのこと。一 族 はが祖先に当たるとのこと。一 族 は
桶桶
お け は ざ まお け は ざ ま

狭間狭間の戦いのあと、現在の杉戸町の戦いのあと、現在の杉戸町

東端に位置する鷲
わしのす

巣に移り住んだそう
です。
初代がこの地で創業を選んだのは、古
利根の恵みと、村名・清

せ い じ

地を「清き地」
とらえたことが考えられ、明治天皇の
東北巡幸の際には、当家の井戸を御
前水として飲まれたとのことです。
お酒の銘柄は、古くから「豊

ほうせん

泉」を主
力とし、杉戸にちなんだ宿場ラベルの

「杉戸宿」をはじめ「清地村」、「日光
街道すぎと七福神」といったお酒が街
道沿いの伏

（P44参照）
見屋にて購入できます。

※ 2022（令和４）年
　9 月に閉業しました

Data

清せ
い
じ
む
ら

地
村

杉
戸
宿
の
東
側
に
広
が
る

            

「
清
き
地
」
と
し
て

人びとに愛され続けた由緒のある老舗

17

MA
P 

No
.

清
地
村
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明るく広々とした境内。

顔を背ける
珍しい 狛

こまいぬ
犬

優美な彫刻が施されていた

焼失前の本殿

日光道中「宿村大概帳 ( しゅくむらたいがいちょう )」の資料を元に復元された高札場

境内には稲荷神社・境内には稲荷神社・天天
てんじんてんじん

神神神社・神社・金金
かなやまかなやま

山山神神
社・社・厳厳

いつくしまいつくしま

島島神社・神社・浅浅
せんげんせんげん

間間神社・神社・三三
みつみねみつみね

峯峯神社と神社と
数多く神社が祀られています。数多く神社が祀られています。
また、また、石石

せ き しせ き し

祠祠や石碑といった建造物にや石碑といった建造物に
至っては枚挙にいとまがありません。至っては枚挙にいとまがありません。
その中のひとつにその中のひとつに花花

はなつかはなつか

塚塚という碑がありという碑があり
ます。杉戸宿では俳諧が流行していまます。杉戸宿では俳諧が流行していま
した。それを表すよう碑面には往事のした。それを表すよう碑面には往事の
ものと思われる作品が刻まれていまものと思われる作品が刻まれていま
す。す。

近津神社は清地村の鎮守です。2001近津神社は清地村の鎮守です。2001
（平成 13）年に火災被害を受けまし（平成 13）年に火災被害を受けまし
たが、2007（平成 19）年の再建時たが、2007（平成 19）年の再建時
に、鎭守のに、鎭守の杜杜

もりもり

も整備され、清々しい境も整備され、清々しい境
内となっています。内となっています。
江戸時代、近津神社と関わりのあった江戸時代、近津神社と関わりのあった
寺は、寺は、来来

らいこういんらいこういん

迎院迎院とと至至
し ほ う い んし ほ う い ん

宝院宝院です。来迎院はです。来迎院は
別別
べ っ と う じべ っ と う じ

当寺当寺として神社を管理し、至宝院はとして神社を管理し、至宝院は
年間年間祭祭

さ い しさ い し

祀祀のの読読
どきょうどきょう

経経や信者のや信者の加加
か じ き と うか じ き と う

持祈祷持祈祷をを
行っていました。行っていました。

▶杉戸町清地 1-1-29Data

▶▶高札場（復元）高札場（復元）
▶▶杉戸町清地１丁目２杉戸町清地１丁目２
　JA 埼玉みずほ杉戸中央支店駐車場脇　JA 埼玉みずほ杉戸中央支店駐車場脇

Data

近
ち か つ じ ん じ ゃ

津神社
村を見守る幾多の神様

18
MA
P 
No
.

杉戸町と町観光協会は、杉戸宿開宿
400 年の記念に「時を超えた新たな
シンボルと、杉戸宿の歴史を体感する
場の創造」を目的として、かつて杉戸
宿にあった「高札場」を製作・復元し
ました。
製作には、日本工業大学で特任教授に
就いていた波

は た の

多野氏（当時）が監修を
務め、同大学の学生のほか、杉戸町内
の大工、企業と連携し、2016（平成
２８）年に完成されました。

実際に高札場が置かれていた場所は、
現時点から 500m ほど北に向かった

「上町」に当たる地点に設置されてい
ました（20 ページ記載）。

復元された高札場には、過去に記さ
れた内容だけでなく、日光街道や杉
戸宿についての解説も掲示されてお
り、当時の雰囲気を原寸大で感じる
ことができます。

開宿400年の節目に復元された新たなシンボル

高
こ う さ つ ば

札 場（復元）	19

MA
P 

No
.

清
地
村

清
地
村
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縁起にあるご本尊が安置される本堂

不
ふどうみょうおう

動明王から虚
こ く う ぞ う ぼ さ つ

空蔵菩薩。十三の仏様が
導き下さる

門を抜けて聖なる空間へと踏み入る

蔵の内部には縦横に走る梁や桁

堅固に木材が組み合わされている蔵

通い徳
とっくり

利に、量り売りの時代を想起　現在の店舗 醸造元とのつながりは創業以来

来
らいこういん

迎院は清地村を代表する歴史ある寺
院です。
縁起書では、本尊は運

うんけい

慶作と伝わり、
奥
おうしゅうふじわらし

州藤原氏の守護仏として尊崇され
ていたとされます。源

みなもとのよりとも

頼 朝に亡ぼさ
れた藤原泰

やすひら

衛の弟・錦
にしきどさぶろう

戸三郎は、家
臣の田

た む ら ご ろ う ひ で と き

村五郎秀時に不動明王を託し
ます。1192（建

けんきゅう

久 3）年に秀時は
担
た ん が ん ぼ う げ ん む

願坊幻夢と称し、担
た ん が ん じ

願寺を建立し
ました。戦乱になり寺は焼かれるも、
1392（明

めいとく

徳 3）年に僧日
にっしょう

昭が同寺を
再興します。1577（天正 5）年に僧

宥
ゆうりん

林が、花
かこうさんらいこういんたんがんじふもんぼう

光山来迎院担願寺普門坊と
称したことで、来迎院となりました。
寺院にまつわる話は他にもあります。
1691（元

げんろく

禄 4）年、村民の母親が
眼を患い視力を失ってしまいます。子
は 21 日間寺院を訪れ全快を祈願しま
す。満願の夜、子は夢を見ます。本尊
があらわれ、母親の眼を取り、代わり
に白い球を入れる夢でした。すると翌
朝、母の病は治り、一生眼は不自由し
なかったといいます。来迎院が眼病御
利益の寺として伝えられる由縁です。

伏
ふ し み や

見屋は、伏見屋久
きゅうごろう

五郎創業による商
家で、現在酒類販売業を営んでいます。
敷地には、当主によれば 150 年以上
経つと考えられる蔵があり、立派に今
も役割を果たしています。
商店では、1748（寛

かんえん

延元）年創業の
釜
か ま や

屋の名酒「力士」を主力商品として
扱っています。
 遠方からの客が忘れた財布を取り置
き、返した際に濁った酒の再生方法を
教わり、これが酒販売のきっかけ、と
語り継がれているとのことです。

▶花光山来迎院 ▶杉戸町清地 1-6-16
▶ 0480-32-1339

▶（株）伏見屋
▶杉戸町清地 1-6-28
▶ 0480-32-0009

倉庫内見学可
※ご見学の際は、店主まで
お声かけください。

Data

Data

来
ら い こ う い ん

迎 院
鎌倉時代からの歴史ある寺院

21

MA
P 

No
.

伏
ふ し み や

見屋 / 伏
ふ し み や

見屋久
き ゅ う ご ろ う

五郎 邸
てい20

MA
P 

No
.

15 代までは久五郎として。家系が19代つづく清地の商家

清
地
村

清
地
村
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たいむ　　とりっぷ
流灯まつり

古利根川流灯まつりは、毎年
8月上旬に行われる夏祭りで
す。河川の水

み な も

面に、畳 1 枚の
大きさを持つ約 250 基の手
製の灯

とうろう

篭が、浮かびます。蛇
行にあわせ約1km 灯りが連
なり、そのさまはこころを震
わすほど幻想的です。

昭和31年頃の清地橋。
江戸時代には

船問屋があった

華やかな花火と、灯篭の流麗さ華やかな花火と、灯篭の流麗さ 宵闇に浮かぶ灯の美しさに魅せられる宵闇に浮かぶ灯の美しさに魅せられる

流灯まつりの起源「流灯まつりの起源「流流
りゅうとうえりゅうとうえ

燈會燈會」」

photo : 文魁舎印刷所提供

photo : 田沼正之氏 提供

memo

【 古利根川流灯まつり】
▶ 8 月上旬開催
▶杉戸町観光協会
▶杉戸町杉戸 1-10-21
▶ 0480-32-3719

Data
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杉
す ぎ と じ ゅ く

戸宿の成
な

り立
た

ち
杉戸宿年表

▶宿往還の長さ
▶道 幅
▶家 数
▶人 数
▶問

と い や ば

屋場
▶本

ほ ん じ ん

陣
▶脇

わきほんじん

本陣
▶旅

は た ご や

籠屋

16 町 55間
けん

( 約1.8km）
5 間 ( 約 9.1m）

365 軒
1,663 人

1 軒
1 軒
2 軒

46 軒

『日
にっこうどうちゅうしゅくそんたいがいちょう

光道中宿村大概帳』によると…

1843（天保14）年 当時

杉戸宿は、当初杉戸宿は、当初上上
かみまちかみまち

町町、、中中
なかまちなかまち

町町、、下下
しもまちしもまち

町町のの
みでした。その後、みでした。その後、新新

しんまちしんまち

町町（北側の地（北側の地
区）、区）、河河

か わ ら ぐ みか わ ら ぐ み

原組原組、新町の南側が形成さ、新町の南側が形成さ
れます。最後にれます。最後に横横

よこまちよこまち

町町、、九九
く げ ん ち ゃ やく げ ん ち ゃ や

軒茶屋軒茶屋がでがで
き、宿場構成が定まったといわれてき、宿場構成が定まったといわれて
います。います。
幕末の宿場は、北側から九軒茶屋、幕末の宿場は、北側から九軒茶屋、
横町、河原組、上町、中町、下町、横町、河原組、上町、中町、下町、
新町と並び、さらに東にある新町と並び、さらに東にある清清

せ い じ む らせ い じ む ら

地村地村
が続き、一体的なまち並みを成してが続き、一体的なまち並みを成して
いたといえます。いたといえます。

近世の宿場町の景観は、街道に沿い
各戸／屋敷の間口が狭く奥行きが広
い、短冊状の地割りが特徴です。間
口の広さで、宿

しゅくやく

役等が課せられてい
たからです。
杉戸宿では、1645（正保 2）年に、
同間口を 7 間（約 12.7m）と定めら
れました。これを基準に、1 軒分の
人足と伝馬の負担が決められ、一方
年貢は一万坪分が免除されました。

日光街道は、江戸幕府が整備した「五街
道」の 1つです。五街道は、江戸日本
橋を起点に各地へ向かいます。日光街道
は千

せんじゅ

住（現足立区）・草
そう か

加・越
こしがや

谷・粕
かすかべ

壁
（現春日部市）・杉戸・幸

さっ て

手等 21 の宿場
を経て日光へ至ります。
日光は、もとは関東修

しゅげん

験の名山と知られ、
その後徳川家康の霊

れいびょう

廟東
とうしょうぐう

照宮が置かれ、
人々が参詣するところとなりました。
また、日光街道は宇都宮まで東北の諸
大名が江戸と国元との参

さんきんこうたい

勤交代に通る
奥
おうしゅうかいどう

州街道でもありました。ただし、歴

代将軍による東照宮参拝では、日光街
道ではなく日光御

おなりみち

成道が使われまし
た。同御成道は中世の「いざ鎌倉」の
鎌
かまくらかいどうなかつみち

倉街道中道と一部重複しています。
中
なかせんどう

山道を本
ほんごうおいわけ

郷追分から分岐し、岩
いわぶち

淵（現
北区）・川口・鳩

は と が や

ヶ谷（現川口市）・大
だいもん

門
（現さいたま市）・岩

いわつき

槻（現さいたま市）
を進み、幸手にて日光街道に合流します。
江戸と幸手の間の行路を、同御成道とし
たのは、城のある岩槻にする必要があっ
たためとされています。
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